
経営成績に関する分析
事業の経過およびその成果
■  経済状況
　当連結会計年度における世界経済の状況は、需要と供給
の両面でコロナ危機から回復傾向をたどってきているものの、
ロシア・ウクライナ問題などによるエネルギーコストの上昇
や世界的なインフレ、米国・欧州を中心とした金融引き締め
などで、経済見通しに重くのしかかっている状況が続いて
います。

■  取り組み
　当社グループでは、「安全第一の徹底と健康づくりの推進」

「お客様に選び続けられる品質の提供」「人財の育成と働き
がい向上」「中期経営計画に基づく競争力強化と新ビジネス
拡大に向けた取り組み」「将来の成長を支える事業基盤の強
化の取り組み」「企業市民として社会の期待に応えるための
取り組み」を年度方針に掲げ、グループ一丸となって継続的
に取り組んでまいりました。

［新製品の開発］
　自動車分野としましては、世界初となる抗菌仕様シート
ベルトの開発や、通園バス用の安全装置「車内置き去り防止
支援システム」を車両メーカーと共同開発し、各々採用され
ました。また、自動運転技術では、自動運転車両を遠隔監視
および操作するシステムを、アイサンテクノロジー株式会社
と共同開発を実施し、愛知県や千葉県とともに自動運転の
実証実験を行いました。デジタルキー分野としましては、レ
ンタカーの予約・解錠・返却までスマートフォンで完結する
アプリ「Uqey（ユーキー）」では、新機能の開発を実施しながら、 
利用できる店舗拡大をめざしています。社用車管理サービス 

「Bqey（ビーキー）」では、TDモバイルと販売代理店契約を
締結しさらなる拡販をめざしています。新規分野では、振動
するタッチペンで、より楽しく効果的な学習を実現するデジ
タル教材や、SDGsに貢献するアップサイクルブランド「Think 
Scrap」よりシートベルトの端材を活用したペンケースやトー
トバッグなどの商品、また、ライフスタイルブランド「explorica」
より新商品「explorica pen」の販売を開始しています。

［環境への取り組み］
　再生可能エネルギーの電気を協力会12社共同で調達でき
るよう「オフサイトPPAサービス実施に向けた協定」を、中
部電力ミライズ株式会社と締結しました。また、CO2発生量
減少に寄与するため、新材料『Bamboo＋』の開発（株式会
社ミロクテクノウッド、高知県との共同開発）や、「型内塗装
技術」の開発（株式会社精工技研との共同開発）を行いまし
た。生物多様性の取り組みにつきましては、東海理化グルー

プ全体で自然と共生する社会の実現に向けて活動しており、
「あいち生物多様性企業認証」を取得しました。
［ダイバーシティ活動の推進］

　厚生労働省の「くるみん認定制度」において、最高位の「プ
ラチナくるみん」の認定を受けました。また、愛知県が女性
活躍の推進に積極的に取り組む企業を認定する「あいち女
性輝きカンパニー」の優良企業として受賞しました。従業員
の多様性を互いに認め合う職場づくりに取り組んでいます。

財務状態に関する分析
資産、負債及び純資産の状況
■  資産
　資産は456,146百万円となり、前連結会計年度末に比べ、
8,312百万円増加いたしました。これは、主に現金預金や建
設仮勘定の増加によるものであります。

■  負債
　負債は159,744百万円となり、前連結会計年度末に比べ、
2,552百万円減少いたしました。これは、主に未払費用の減
少によるものであります。

■  純資産
　純資産は296,401百万円となり、前連結会計年度末に比べ、
10,863百万円増加いたしました。これは、主に為替換算調
整勘定の増加によるものであります。以上の結果、自己資本
比率は前連結会計年度末の60.0％から60.8％となりました。

キャッシュ・フローの状況
　当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同
等物（以下「資金」という。）は、66,494百万円となり前連結
会計年度末より12,640百万円増加いたしました。

■  営業活動によるキャッシュ・フロー
　営業活動の結果獲得した資金は前連結会計年度に比べ、
12,078百万円増加し、26,755百万円となりました。これは
主に税金等調整前当期純利益が9,276百万円増加した結果
であります。

■  投資活動によるキャッシュ・フロー
　投資活動の結果使用した資金は前連結会計年度に比べ、
17,310百万円減少し、8,695百万円となりました。これは投
資有価証券の取得による支出が10,202百万円減少した結
果であります。

■  財務活動によるキャッシュ・フロー
　財務活動の結果使用した資金は前連結会計年度に比べ、
359百万円減少し、6,078百万円となりました。これは主に
非支配株主からの払込みによる収入が461百万円増加した
結果であります。

5年間の連結財務サマリー 財務レビュー

2018 2019 2020 2021 2022

売上高 507,645 500,002 440,061 487,303 553,124

売上原価 436,242 435,663 387,937 432,334 488,478

販売費および一般管理費 41,784 41,741 38,078 45,758 47,989

営業利益 29,618 22,597 14,045 9,211 16,656

親会社株主に帰属する当期純利益 18,090 15,067 12,026 3,569 10,900

設備投資額 25,307 23,065 12,210 14,401 19,190

研究開発費 25,856 28,119 26,976 30,470 29,080

営業活動によるキャッシュ・フロー 37,919 40,346 34,682 14,677 26,755

投資活動によるキャッシュ・フロー △31,933 △22,289 △27,505 △26,005 △8,695

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,033 △6,772 △4,525 △6,437 △6,078

一株当たり当期純利益（円） 198.25 165.12 131.77 39.10 119.37

年間配当金（円） 64.00 62.00 50.00 60.00 64.00

配当性向（％） 32.3 37.5 37.9 153.5 53.6

総資産 387,556 378,489 419,259 447,834 456,146

純資産 241,435 241,023 270,276 285,538 296,401

自己資本比率（％） 59.0 60.3 60.9 60.0 60.8

自己資本利益率（ROE）（％） 8.1 6.6 5.0 1.4 4.0

株価純資産倍率（PBR）（倍） 0.75 0.54 0.67 0.51 0.54

（単位：百万円）
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